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１現雄標本の作成

動物遺存体とは，当時の人々の食料残津であった付や典がほとんどで，その他にそこにﾉ ﾋ 息

した陸産の只類や小動物が含まれる。骨は解体や洲理のために細片となって唾の判別が難しい

場合が多い。そのため細片となった竹片を１点ずつ現ﾉ | 鳥動物の標本と比I 陵しながら何の側. であ

るかを| i j 定することが不可欠である。そのような| I 的のため，現ﾉ ﾋ 動物の' け緒標本の作成につ

とめ，1 9 8 4年度にはl I i l i 乳類4 0個体，鳥類2 3個体，魚強5 0個体，そのほかI I 1 I i 生類，腿虫類，只類

などの呪生動物の肖・格標本を作成してきた。標本の製作には，地気ヒーターを使川してタンパ

ク質分解酵素( パパイン）の５％溶液を5 0 - 6 0 ℃に温め，死体を液没させる。そしてドラフトチ

ャンバー' ' 1 で趨臭を排気しながら肉や油脂を溶かし，２～3 1 1 で成' 冊化し，その後エチルアル

コールで脱脂して標本としている。

２大阪府亀井遺跡出ｔ動物造存体の調査

大阪文化財センター，近畿自動車道吹田天理線関連I 淵査' ' －１，勉井遺跡切り広げ部から出土し

た動物辿存休約2 , 3 0 0 点について整瑚分析を行った。１点１点の付には解体や調理のための測

った痕跡，切り傷，焼け焦げなどの文化的な情報や，性別，年齢，保存度など/ 上物学的な情報

が観察できる。そのような多岐に渡る文化的，化物学的な情報を盤理するためにハーソナルコ

ンピューターの使川を試みた（下図) 。この使州法は動物遺存体以外の遺物でも応用可能である

ので，今後，出土進物を全て入力し，各種の遺物の屑位や遺椛ごとの拙土関係などを明らかに

出来るようにこの研究を推進したい。今回は分析の対象とした破片2 , 3 0 0 点' ' １，一定の大きさ

の1 , 5 0 0 点余りを入ﾉ 」し，さまざまな角度から考察を加えた。結果は以ドのとおりである。

１．１ｃｍ以上の‘ け片1 , 5 0 4 点１. ' ' 6 8 4 点が科または唖まで側定でき，そのなかではイノシシが3 8 3

点( 5 6％) ，ニホンジカが23 6点( 3 5％) ，I I l j 者ファイルの名前Ｂ: KM2 ､ ＤＡＴカード番号１２９６

１登録番号：１４５６

で同定できた出土' 1 t の9 1 ％を占める。２．２遺跡名：亀井遺跡２

ｲ / ｼ ｼ , ﾆ ﾎ ﾝジｶの幼獣の占める割合：：：：苧属上半

が多いこと｡ａ灰化, 腿化などの雌火：鰯番号

：ＳＤ２４０Ｉ

７時代／時期：弥生中期

熱を受けた痕跡のある' けが4 3 ％と多くこの８日付：８３０７１９

９ＴＡＸＡ：Ｍａｍｍａｌ

遺跡でのI 淵理法の特徴を刀《している。４．１０種名：ＳｕｓＳｃｒｏｆａ

ｌｌ部位：I 4 a n d i b l e ( Ｍｌ－３）

万形周溝基に伴う供献土器の錨の' ' １にイノ１２左右：Ｒ

ｼ ｼの幼献の顎骨が検出され全身竹も存花｜：聖§柵

した叫能性が強いことから, 刀形周瀧堪を｜：聴度：M3卿｡ｍ

ｌ７火熱：Ｄａｒｋ

めぐる祭肥に．新しい供献例を加えた。
１８計測値：Ｍ３Ｌ３４．５Ｗ１６．０

（松井竜）コンピューター入力の一例
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